







































































































本プロジェクトでは 高徽密なダイヤモンド CVD成膜装置と加工用 AFM多刃カンチレバーの
開発を行った．前者では，成膜時間の高速化について今後検討する必要があるものの，徴密な多結
晶ダイヤモンド膜を成膜することができ，ダイヤモンド工具の精度向上に貢献する．後者では，切
れ刃の多刃化により加工範囲の拡大や，加工箇所をオーノミーラップOさせることにより，均一な深さ
の加工が可能で、あった．今後，実用化に向けてd性能を向上させることにより非常に有用なツールと
なりうる．
最後に，本研究を進めるにあたり，（株）不二越の神田一隆氏，高野茂人氏，富山県工業技術セン
ターの小幡勤氏に多大なご、支援をいただきましたことを記して御礼申し上げます．
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また本研究の一部は平成19年度科学研究費補助金萌芽研究ならびに基盤研究（C）を受けて行
われたことを記してお礼申し上げます．
5 プロジェクト成果
5.1 特許
1) 特許出願／発明の名称：ダイヤモンド工具及びその製造方法
出願日： 15年3月 11日，出願番号：特願2003・65656，特開2004-268236
2) 特許出願／発明の名称：微細加工装置
出願日： 15年3月 17日，出願番号：特願2003・72051，特開2004・276177
3) 特許出願／発明の名称：加工用カンチレバー
出願手続中
6 プロジェクト成果の応用・効果・構想
本プロジェクトで得た成果を，信頼性の高い極微細加工が安定して実現できるよう多機能型ダイ
ヤモンドツールとマルチ切れ刃カンチレバーの高精度化を行い，本プロジェクト終了後2年以内に
安定性，信頼性を高め製品化に移る．また3年程度後には，さらに多種機能を拡充，新市場を開拓
してし 1く計画である．
7 利用施設
走査型プローブ顕微鏡を，加工用カンチレバーの評価試験（加工用カンチレバーによる加工実験
および測定用カンチレバーによる加工痕測定）のため，週 1回8時間程度利用している．
